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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

 

〇総合評価コメント：

 

年々増大するビッグデータを円滑に利活用するためには、ビッグデータ処理に適した強力な計算シス

テムが必要である。本課題では、大規模なビッグデータ(EBD – Extreme Big Data)の処理に適したシス

テムアーキテクチャ、システムソフトウェア、アルゴリズムなどの計算システムに関する研究開発とゲ

ノム解析、気象予測、社会問題解決などの EBD応用分野での研究開発が、相互に触発しあう形で行われ

た。論文はトップカンファレンスなどを筆頭に多数発表されており、論文以外でも、Graph 500 での 7

期連続世界一に貢献するなど、世界をリードする成果をあげている。また、ビッグデータや人工知能(AI)

のワークロード向きのシステムとしては世界最大級の TSUBAME 3.0 および ABCI の設計でも、研究代表

者が中心的な役割を果たしており、本課題の研究成果が活用された。今後、本課題の学術的成果の応用

問題への適用を進めるとともに、計算システムと応用分野の研究開発者の協調によるコ・デザインの原

理を究めるような基礎研究の発展を期待したい。 

 

  

 

A+ 非常に優れている 


